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１－２ サービスの現状（品質測定）
「0AB～J IP 電話又は050 IP 電話のサービスの提供後、品質測定はどの程度の頻度
で行っているのか。」について

• 主要拠点間に品質モニター用試験回線を設置し、定常的にヘルスチェックを実施

• また、上記に加え、トラヒックモニター及び設備運転状況の監視を実施
(リソース管理、機能管理）

• いずれの場合も、トラヒック流量、パケットロス量等をモニター

• 上記の他、疑わしきトラヒックを検出した場合等、個別に品質確認を実施

通信品質検討アドホック第2回会合を踏まえた追加のご説明
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